
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
五
号

ゴ
ン
ド
ラ
安
全
規
則

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
ゴ

ン
ド
ラ
安
全
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
）

第
二
章
　
製
造
及
び
設
置
（
第
二
条―

第
十
条
）

第
三
章
　
使
用
及
び
就
業
（
第
十
一
条―

第
二
十
条
）

第
四
章
　
定
期
自
主
検
査
等
（
第
二
十
一
条―

第
二
十
三
条
）

第
五
章
　
性
能
検
査
（
第
二
十
四
条―

第
二
十
七
条
の
二
）

第
六
章
　
変
更
、
休
止
、
廃
止
等
（
第
二
十
八
条―

第
三
十
六
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

一
　
ゴ
ン
ド
ラ
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）

第
一
条
第
十
一
号
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
い
う
。

二
　
積
載
荷
重

イ
　
ア
ー
ム
を
有
す
る
ゴ
ン
ド
ラ
に
あ
つ
て
は
ア
ー
ム
を
最
小
の
傾
斜
角
に
し
た
状
態
に
お
い
て
、
そ
の
構
造

上
作
業
床
に
人
又
は
荷
を
の
せ
て
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
荷
重
を
い
い
、
ア
ー
ム
を
有
し
な
い

ゴ
ン
ド
ラ
に
あ
つ
て
は
そ
の
構
造
上
作
業
床
に
人
又
は
荷
を
の
せ
て
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
最
大
の
荷

重
を
い
う
。

ロ
　
下
降
の
み
に
使
用
さ
れ
る
ゴ
ン
ド
ラ
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
構
造
上
作
業
床
に
人
又
は
荷
を
の
せ
る
こ
と
が

で
き
る
最
大
の
荷
重
を
い
う
。

三
　
定
格
速
度
　
ゴ
ン
ド
ラ
の
作
業
床
に
積
載
荷
重
に
相
当
す
る
荷
重
の
も
の
を
の
せ
て
上
昇
さ
せ
る
場
合
の
最

高
の
速
度
を
い
う
。

四
　
許
容
下
降
速
度
　
ゴ
ン
ド
ラ
の
作
業
床
に
積
載
荷
重
に
相
当
す
る
荷
重
の
も
の
を
の
せ
て
下
降
さ
せ
る
場
合

の
許
容
さ
れ
る
最
高
の
速
度
を
い
う
。

第
二
章
　
製
造
及
び
設
置

（
製
造
許
可
）

第
二
条
　
ゴ
ン
ド
ラ
を
製
造
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
そ
の
製
造
し
よ
う
と
す
る
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
、
そ
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
（
以
下
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
。
）

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
既
に
許
可
を
受
け
て
い
る
ゴ
ン
ド
ラ
と
型
式
が
同
一
で
あ
る
ゴ

ン
ド
ラ
（
以
下
次
条
に
お
い
て
「
許
可
型
式
ゴ
ン
ド
ラ
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
製
造
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
ゴ
ン
ド
ラ
の
組
立

図
及
び
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
強
度
計
算
の
基
準

二
　
製
造
の
過
程
に
お
い
て
行
な
う
検
査
の
た
め
の
設
備
の
概
要

三
　
主
任
設
計
者
及
び
工
作
責
任
者
の
氏
名
及
び
経
歴
の
概
要

（
検
査
設
備
等
の
変
更
報
告
）

第
三
条
　
前
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
当
該
許
可
に
係
る
ゴ
ン
ド
ラ
又
は
許
可
型
式
ゴ
ン
ド
ラ
を
製
造
す

る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
第
二
号
の
設
備
又
は
同
項
第
三
号
の
主
任
設
計
者
若
し
く
は
工
作
責
任
者
を
変

更
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
製
造
検
査
）

第
四
条
　
ゴ
ン
ド
ラ
を
製
造
し
た
者
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
当
該
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
「
製
造
検
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
各
部
分
の
構
造
及

び
機
能
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
う
ほ
か
、
荷
重
試
験
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
荷
重
試
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
下
降
の
み
に
使
用
さ
れ
る
ゴ
ン
ド
ラ
以
外
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
あ
つ
て
は
、
作
業
床
に
積
載
荷
重
に
相
当
す
る
荷

重
の
荷
を
の
せ
て
上
昇
及
び
下
降
の
作
動
を
定
格
速
度
及
び
許
容
下
降
速
度
に
よ
り
行
な
う
こ
と
。

二
　
下
降
の
み
に
使
用
さ
れ
る
ゴ
ン
ド
ラ
に
あ
つ
て
は
、
作
業
床
に
積
載
荷
重
に
相
当
す
る
荷
重
の
荷
を
の
せ
て

下
降
の
作
動
を
許
容
下
降
速
度
に
よ
り
行
な
う
こ
と
。

４
　
製
造
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
製
造
検
査
申
請
書
（
様
式
第
二
号
）
に
ゴ
ン
ド
ラ
明
細
書

（
様
式
第
三
号
）
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
組
立
図
及
び
ア
ー
ム
そ
の
他
の
構
造
部
分
の
強
度
計
算
書
を
添
え
て
、
所
轄
都
道

府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
ゴ
ン
ド

ラ
が
既
に
製
造
検
査
に
合
格
し
て
い
る
ゴ
ン
ド
ラ
と
寸
法
及
び
積
載
荷
重
が
同
一
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
組
立
図

及
び
強
度
計
算
書
の
添
付
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
　
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
製
造
検
査
に
合
格
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
に
様
式
第
四
号
に
よ
る
刻
印
を
押
し
、
か

つ
、
そ
の
ゴ
ン
ド
ラ
明
細
書
に
様
式
第
五
号
に
よ
る
製
造
検
査
済
の
印
を
押
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
を

提
出
し
た
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
製
造
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
五
条
　
製
造
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
検
査
に
係
る
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
検
査
し
や
す
い
位
置
に
移
す
こ
と
。

二
　
荷
重
試
験
の
た
め
の
荷
及
び
用
具
を
準
備
す
る
こ
と
。

２
　
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
製
造
検
査
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
検
査
に
係
る
ゴ
ン

ド
ラ
に
つ
い
て
、
次
の
事
項
を
当
該
検
査
を
受
け
る
者
に
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
安
全
装
置
又
は
ブ
レ
ー
キ
を
分
解
す
る
こ
と
。

二
　
リ
ベ
ツ
ト
を
抜
き
出
し
、
又
は
部
材
の
一
部
に
穴
を
あ
け
る
こ
と
。

三
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
一
部
を
切
断
す
る
こ
と
。

四
　
前
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
検
査
の
た
め
必
要
と
認
め
る
事
項

３
　
製
造
検
査
を
受
け
る
者
は
、
当
該
検
査
に
立
ち
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
検
査
）

第
六
条
　
次
の
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
労
働
局
長

の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ゴ
ン
ド
ラ
を
輸
入
し
た
者

二
　
製
造
検
査
又
は
こ
の
項
若
し
く
は
次
項
の
検
査
（
以
下
「
使
用
検
査
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
後
設
置
し
な

い
で
、
一
年
以
上
（
設
置
し
な
い
期
間
の
保
管
状
況
が
良
好
で
あ
る
と
都
道
府
県
労
働
局
長
が
認
め
た
ゴ
ン
ド

ラ
に
つ
い
て
は
二
年
以
上
）
経
過
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者

三
　
使
用
を
廃
止
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
を
再
び
設
置
し
、
又
は
使
用
し
よ
う
と
す
る
者

２
　
外
国
に
お
い
て
ゴ
ン
ド
ラ
を
製
造
し
た
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ

い
て
都
道
府
県
労
働
局
長
の
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
検
査
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

ゴ
ン
ド
ラ
を
輸
入
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
使
用
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
使
用
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
使
用
検
査
申
請
書
（
様
式
第
六
号
）
に
ゴ
ン
ド
ラ
明
細
書
、

ゴ
ン
ド
ラ
の
組
立
図
及
び
ア
ー
ム
そ
の
他
の
構
造
部
分
の
強
度
計
算
書
を
添
え
て
、
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
ゴ
ン
ド
ラ
を
輸
入
し
、
又
は
外
国
に
お
い
て
製
造
し
た
者
が
使
用
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
前
項
の

申
請
書
に
当
該
申
請
に
係
る
ゴ
ン
ド
ラ
の
構
造
が
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
（
ゴ

ン
ド
ラ
の
構
造
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
者
（
外
国
に
住

所
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
が
明
ら
か
に
す
る
書
面
を
添
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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６
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
使
用
検
査
に
合
格
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
に
様
式
第
四
号
に
よ
る
刻
印
を
押
し
、
か
つ
、
そ

の
ゴ
ン
ド
ラ
明
細
書
に
様
式
第
七
号
に
よ
る
使
用
検
査
済
の
印
を
押
し
て
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
を
提
出

し
た
者
に
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
使
用
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
七
条
　
第
五
条
の
規
定
は
、
使
用
検
査
を
受
け
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

項
中
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
）

第
八
条
　
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
又
は
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
製
造
検
査
又
は
使
用
検
査
に
合
格
し

た
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
第
四
条
第
四
項
又
は
第
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
申
請
書
を
提
出
し
た
者

に
対
し
、
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
（
様
式
第
八
号
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
を
滅
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
検
査

証
再
交
付
申
請
書
（
様
式
第
九
号
）
に
次
の
書
面
を
添
え
て
、
そ
の
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監

督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
い
う
。
）
を
経
由
し
て
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
の
交
付
を
受
け
た
都

道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
、
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
を
滅
失
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
明
ら
か
に
す
る
書
面

二
　
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
を
損
傷
し
た
と
き
は
、
当
該
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証

３
　
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
て
い
る
者
に
異
動
が
あ
つ
た
と
き
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
て
い
る
者
は
、
当
該
異
動
の

あ
つ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
、
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
書
替
申
請
書
（
様
式
第
九
号
）
に
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
を
添
え

て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
て
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
の
交
付
を
受
け
た
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出

し
、
書
替
え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
検
査
証
の
有
効
期
間
）

第
九
条
　
検
査
証
の
有
効
期
間
は
、
一
年
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
製
造
検
査
又
は
使
用
検
査
を
受
け
た
後
設
置
さ
れ
て
い
な
い
ゴ
ン
ド
ラ
で
あ
つ

て
、
そ
の
間
の
保
管
状
況
が
良
好
で
あ
る
と
都
道
府
県
労
働
局
長
が
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
ゴ
ン
ド
ラ

の
検
査
証
の
有
効
期
間
を
製
造
検
査
又
は
使
用
検
査
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
超
え
ず
、
か
つ
、
当
該
ゴ
ン
ド

ラ
を
設
置
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
設
置
届
）

第
十
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
ゴ
ン

ド
ラ
設
置
届
（
様
式
第
十
号
）
に
ゴ
ン
ド
ラ
明
細
書
（
製
造
検
査
済
又
は
使
用
検
査
済
の
印
を
押
し
た
も
の
）
、

ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
及
び
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
　
ゴ
ン
ド
ラ
の
組
立
図

二
　
据
え
付
け
る
箇
所
の
周
囲
の
状
況

三
　
固
定
方
法

第
三
章
　
使
用
及
び
就
業

（
使
用
の
制
限
）

第
十
一
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
は
、
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
（
ゴ

ン
ド
ラ
の
構
造
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
特
別
の
教
育
）

第
十
二
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
操
作
の
業
務
に
労
働
者
を
つ
か
せ
る
と
き
は
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
当
該

業
務
に
関
す
る
安
全
の
た
め
の
特
別
の
教
育
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
特
別
の
教
育
は
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ゴ
ン
ド
ラ
に
関
す
る
知
識

二
　
ゴ
ン
ド
ラ
の
操
作
の
た
め
に
必
要
な
電
気
に
関
す
る
知
識

三
　
関
係
法
令

四
　
ゴ
ン
ド
ラ
の
操
作
及
び
点
検

五
　
ゴ
ン
ド
ラ
の
操
作
の
た
め
の
合
図

３
　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
第
十
七
条
第
一
項
に
お
い
て
「
安
衛
則
」
と

い
う
。
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
項
の
特
別
の
教
育
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

（
過
負
荷
の
制
限
）

第
十
三
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
に
そ
の
積
載
荷
重
を
こ
え
る
荷
重
を
か
け
て
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
き
や
た
つ

脚
立
等
の
使
用
禁
止
）

第
十
四
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
作
業
床
の
上
で
、

き
や
た
つ

脚
立
、
は
し
ご
等
を
使
用
し
て
労
働
者
に
作
業
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。

（
操
作
位
置
か
ら
の
離
脱
の
禁
止
）

第
十
五
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
操
作
を
行
な
う
者
を
、
当
該
ゴ
ン
ド
ラ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
間
は
、
操
作
位

置
か
ら
離
れ
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
操
作
を
行
な
う
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
間
は
、
操
作
位
置
を
離
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
操
作
の
合
図
）

第
十
六
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
使
用
し
て
作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
操
作
に
つ
い
て
一
定
の
合

図
を
定
め
、
合
図
を
行
な
う
者
を
指
名
し
て
、
そ
の
者
に
合
図
を
行
な
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
ゴ

ン
ド
ラ
を
操
作
す
る
者
に
単
独
で
作
業
を
行
な
わ
せ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
指
名
を
受
け
た
者
は
、
同
項
の
作
業
に
従
事
す
る
と
き
は
、
同
項
の
合
図
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
ゴ
ン
ド
ラ
を
使
用
す
る
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
は
、
第
一
項
の
合
図
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
）

第
十
七
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
作
業
床
に
お
い
て
作
業
を
行
う
と
き
は
、
当
該
作
業
を
行
う
労
働
者
に
要
求

性
能
墜
落
制
止
用
器
具
（
安
衛
則
第
百
三
十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
を
い
う
。
）

そ
の
他
の
命
綱
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
」
と
い
う
。
）
を
使
用
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２
　
つ
り
下
げ
の
た
め
の
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
一
本
で
あ
る
ゴ
ン
ド
ラ
に
あ
つ
て
は
、
前
項
の
要
求
性
能
墜
落
制
止
用

器
具
等
は
当
該
ゴ
ン
ド
ラ
以
外
の
も
の
に
取
り
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
労
働
者
は
、
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ

れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
禁
止
）

第
十
八
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
使
用
し
て
作
業
を
行
な
つ
て
い
る
箇
所
の
下
方
に
は
関
係
労
働
者
以
外
の
者

が
み
だ
り
に
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
悪
天
候
時
の
作
業
禁
止
）

第
十
九
条
　
事
業
者
は
、
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
の
た
め
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
使
用
す
る
作
業
の
実
施
に
つ
い

て
危
険
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
当
該
作
業
を
行
な
つ
て
は
な
ら
な
い
。

（
照
明
）

第
二
十
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
使
用
し
て
作
業
を
行
な
う
場
所
に
つ
い
て
は
、
当
該
作
業
を
安
全
に
行
な
う

た
め
必
要
な
照
度
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
定
期
自
主
検
査
等

（
定
期
自
主
検
査
）

第
二
十
一
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
一
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
自
主

検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
一
月
を
こ
え
る
期
間
使
用
し
な
い
ゴ
ン
ド
ラ
の
当
該
使
用
し
な

い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
巻
過
防
止
装
置
そ
の
他
の
安
全
装
置
、
ブ
レ
ー
キ
及
び
制
御
装
置
の
異
常
の
有
無

二
　
突
り
よ
う
、
ア
ー
ム
及
び
作
業
床
の
損
傷
の
有
無

三
　
昇
降
装
置
、
配
線
及
び
配
電
盤
の
異
常
の
有
無

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
、
同
項
各
号
に
掲

げ
る
事
項
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３
　
事
業
者
は
、
前
二
項
の
自
主
検
査
を
行
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
結
果
を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
開
始
前
の
点
検
）

第
二
十
二
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
使
用
し
て
作
業
を
行
な
う
と
き
は
、
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
及
び
緊
結
金
具
類
の
損
傷
及
び
腐
食
の
状
態

二
　
手
す
り
等
の
取
り
は
ず
し
及
び
脱
落
の
有
無

三
　
突
り
よ
う
、
昇
降
装
置
等
と
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
と
の
取
付
け
部
の
状
態
及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
取
付
け
部
の

状
態

四
　
巻
過
防
止
装
置
そ
の
他
の
安
全
装
置
、
ブ
レ
ー
キ
及
び
制
御
装
置
の
機
能

五
　
昇
降
装
置
の
歯
止
め
の
機
能

六
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
通
つ
て
い
る
箇
所
の
状
態

２
　
事
業
者
は
、
強
風
、
大
雨
、
大
雪
等
の
悪
天
候
の
後
に
お
い
て
、
ゴ
ン
ド
ラ
を
使
用
し
て
作
業
を
行
な
う
と
き

は
、
作
業
を
開
始
す
る
前
に
、
前
項
第
三
号
、
第
四
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
点
検
を
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
修
）

第
二
十
三
条
　
事
業
者
は
、
前
二
条
の
自
主
検
査
又
は
点
検
を
行
な
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め
た
と
き

は
、
直
ち
に
、
補
修
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
章
　
性
能
検
査

（
性
能
検
査
）

第
二
十
四
条
　
ゴ
ン
ド
ラ
に
係
る
性
能
検
査
に
お
い
て
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
各
部
分
の
構
造
及
び
機
能
に
つ
い
て
点
検

を
行
な
う
ほ
か
、
荷
重
試
験
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

２
　
第
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
荷
重
試
験
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
性
能
検
査
の
申
請
等
）

第
二
十
五
条
　
ゴ
ン
ド
ラ
に
係
る
性
能
検
査
（
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
労
働
基
準
監
督
署
長
が
行
う
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
性
能
検

査
申
請
書
（
様
式
第
十
一
号
）
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
性
能
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
二
十
六
条
　
第
五
条
の
規
定
は
、
前
条
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
係
る
性
能
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
五
条
第
二
項
中
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
読
み
替

え
る
も
の
と
す
る
。

（
検
査
証
の
有
効
期
間
の
更
新
）

第
二
十
七
条
　
登
録
性
能
検
査
機
関
（
法
第
四
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
登
録
性
能
検
査
機
関
を
い
う
。
）
は
、

ゴ
ン
ド
ラ
に
係
る
性
能
検
査
に
合
格
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
の
有
効
期
間
を
更
新
す
る
も

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
性
能
検
査
の
結
果
に
よ
り
一
年
未
満
の
期
間
を
定
め
て
有
効
期
間
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
労
働
基
準
監
督
署
長
が
性
能
検
査
の
業
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
二
十
七
条
の
二
　
法
第
五
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
労
働
基

準
監
督
署
長
が
ゴ
ン
ド
ラ
に
係
る
性
能
検
査
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
場
合
に
お
け
る
前
条
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
登
録
性
能
検
査
機
関
」
と
あ
る
の
は
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
又
は
登
録
性

能
検
査
機
関
」
と
す
る
。

第
六
章
　
変
更
、
休
止
、
廃
止
等

（
変
更
届
）

第
二
十
八
条
　
事
業
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
部
分
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
ゴ
ン
ド
ラ
変
更
届
（
様
式
第
十
二
号
）
に
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証

及
び
変
更
し
よ
う
と
す
る
部
分
（
第
五
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
の
図
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督

署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
床

二
　
ア
ー
ム
そ
の
他
の
構
造
部
分

三
　
昇
降
装
置

四
　
ブ
レ
ー
キ
又
は
制
御
装
置

五
　
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ

六
　
固
定
方
法

（
変
更
検
査
）

第
二
十
九
条
　
前
条
各
号
に
該
当
す
る
部
分
に
変
更
を
加
え
た
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
当

該
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
轄
労
働

基
準
監
督
署
長
が
当
該
検
査
の
必
要
が
な
い
と
認
め
た
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
「
変
更
検
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
変
更
部
分
の
状
態

を
点
検
す
る
ほ
か
、
荷
重
試
験
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

３
　
第
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
荷
重
試
験
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４
　
変
更
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
変
更
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
三
号
）
を
所
轄
労
働
基
準
監

督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
八
十
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ

る
認
定
（
以
下
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
前
条
の
届
出
を
し
て
い
な
い
と
き
は
、
同
条
の
検

査
証
及
び
図
面
そ
の
他
変
更
検
査
に
必
要
な
書
面
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
変
更
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
三
十
条
　
第
五
条
の
規
定
は
、
変
更
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中
「
所
轄

都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
検
査
証
の
裏
書
）

第
三
十
一
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
変
更
検
査
に
合
格
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
た
だ
し

書
の
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
当
該
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
に
検
査
期
日
、
変
更
部
分
及
び
検
査
結
果
に
つ
い
て
裏
書
を

行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
休
止
の
報
告
）

第
三
十
二
条
　
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
て
い
る
者
が
、
ゴ
ン
ド
ラ
の
使
用
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
休
止
を
し
よ
う
と
す
る
期
間
が
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
の
有
効
期
間
を
経
過
し
た
後
に
わ
た
る
と
き
は
、
当
該
ゴ
ン

ド
ラ
検
査
証
の
有
効
期
間
中
に
そ
の
旨
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

認
定
を
受
け
た
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
使
用
再
開
検
査
）

第
三
十
三
条
　
使
用
を
休
止
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
を
再
び
使
用
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
法
第
三
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
、
当
該
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
（
以
下
「
使
用
再
開
検
査
」
と
い
う
。
）

に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３
　
使
用
再
開
検
査
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ゴ
ン
ド
ラ
使
用
再
開
検
査
申
請
書
（
様
式
第
十
四
号
）
を
所
轄
労

働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
使
用
再
開
検
査
を
受
け
る
場
合
の
措
置
）

第
三
十
四
条
　
第
五
条
の
規
定
は
、
使
用
再
開
検
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中

「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
検
査
証
の
裏
書
）

第
三
十
五
条
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
使
用
再
開
検
査
に
合
格
し
た
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
、
当
該
ゴ
ン
ド
ラ

検
査
証
に
検
査
期
日
及
び
検
査
結
果
に
つ
い
て
裏
書
を
行
な
う
も
の
と
す
る
。

（
検
査
証
の
返
還
）

第
三
十
六
条
　
ゴ
ン
ド
ラ
を
設
置
し
て
い
る
者
が
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い
て
そ
の
使
用
を
廃
止
し
た
と
き
は
、
そ
の
者

は
、
遅
滞
な
く
、
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
抄
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（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
廃
止
）

第
二
条
　
ゴ
ン
ド
ラ
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

第
四
条
　
令
和
二
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
に
有
効
期
間
が
満
了
す
る
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
に
係
る
ゴ
ン
ド
ラ
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年

一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対
し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報

告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
ま
ん
延
の
影
響
を
受
け
、
当
該
有
効
期
間
内
に
性
能
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
都
道
府
県
労
働
局
長
が
認
め
る
と
き
は
、
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
効
期

間
（
同
条
第
二
項
又
は
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
延
長
又
は
更
新
さ
れ
た
有
効
期
間
を
含
む
。
）
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
ゴ
ン
ド
ラ
検
査
証
の
有
効
期
間
を
、
四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
都
道
府
県
労
働
局
長
が
定
め

る
期
間
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
三
月
二
二
日
労
働
省
令
第
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
か
ら
三
ま
で
　
略

四
　
第
一
条
中
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
百
四
十
二
条
、
第
二
百
四
十
七
条
、
第
三
百
六
十
条
、
第
三
百
七
十
五

条
、
第
四
百
四
条
、
第
五
百
十
四
条
、
第
五
百
十
八
条
、
第
五
百
十
九
条
、
第
五
百
二
十
条
、
第
五
百
二
十
一

条
、
第
五
百
三
十
三
条
、
第
五
百
六
十
三
条
、
第
五
百
六
十
四
条
及
び
第
五
百
六
十
六
条
の
改
正
規
定
並
び
に

第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
の
規
定
　
昭
和
五
十
一
年
一
月
一
日

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
七
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
外
国
事
業
者
に
よ
る
型
式
承
認
等
の
取
得
の
円
滑
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
八
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
二
月
二
七
日
労
働
省
令
第
三
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
月
一
〇
日
労
働
省
令
第
一
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
八
月
二
四
日
労
働
省
令
第
二
四
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
労
働
災
害
防
止
団
体
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日

（
平
成
四
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条
　
こ
の
省
令
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対

す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
事
故
報
告
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
施
行
日
前
に
発
生
し
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
第
三
十
六
条
、

第
七
十
一
条
、
第
九
十
条
及
び
第
九
十
六
条
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則
第
二
百
四
十

九
条
並
び
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
ゴ
ン
ド
ラ
安
全
規
則
第
三
十
七
条
に
規
定
す
る
事
故
で
あ
っ
て
、
施
行

日
の
前
日
ま
で
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ

る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
月
一
一
日
労
働
省
令
第
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
九
月
二
九
日
労
働
省
令
第
三
七
号
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
月
三
一
日
労
働
省
令
第
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
処
分
、
申
請
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
地
方
分
権
推
進
整
備

法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の

規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
政
令
の
規
定
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県
労
働

基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
が
行
つ
た
許
可
等
の
処
分
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
の
行
為
」
と
い

う
。
）
又
は
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
政

令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
若
し
く
は
都
道
府
県
知
事
に
対
し
て
さ
れ
て
い
る
許
可
等
の
申
請
そ

の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
の
行
為
」
と
い
う
。
）
で
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ

ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
地
方
分
権
推
進
整
備
法
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く

労
働
省
令
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
準
用
す
る
他
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
規
定
を
含
む
。
以

下
同
じ
。
）
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
行
う
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
地
方
分
権
推
進
整
備
法
の
施
行
の
日
以

後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ

ぞ
れ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局
長
が
し
た
処
分
等
の
行
為
又

は
都
道
府
県
労
働
局
長
に
対
し
て
さ
れ
た
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
こ
の
省

令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
申
請
等
の
行
為
で
、
こ
の
省
令
の

施
行
の
日
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
行
為
に
係
る
行
政
事
務
を
行
う
べ
き
者
が
異
な
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
こ
の
省

令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令

の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
等
の
行
為
又
は
申
請
等
の
行
為
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
又
は

職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
そ
の
他
の
手
続
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
で
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日

前
に
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り

国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
相
当
の
機
関
又
は
職
員
に
対
し
て
報
告
、
届
出
、
提
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

に
つ
い
て
そ
の
手
続
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
し
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規

定
を
適
用
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の

省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様
式

に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
、
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に

よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
〇
日
労
働
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
三
月
三
一
日
労
働
省
令
第
一
八
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
基
準
局
長
が
設
置
し

な
い
期
間
の
保
管
状
況
が
良
好
で
あ
る
と
認
め
た
ボ
イ
ラ
ー
、
第
一
種
圧
力
容
器
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
及
び
ゴ
ン

ド
ラ
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
労
働
局

長
が
設
置
し
な
い
期
間
の
保
管
状
況
が
良
好
で
あ
る
と
認
め
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
三
一
日
労
働
省
令
第
四
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
二
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
月
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
三
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
一
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

の
日
（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
六
月
一
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
八
月
一
日
前
に
製
造
さ
れ
た
安
全
帯
（
要
求

性
能
墜
落
制
止
用
器
具
（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
百
三
十
条
の
五
第
一
項
に
規

定
す
る
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
同
日
に
お
い
て

現
に
製
造
し
て
い
る
安
全
帯
（
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
は
、
平
成
三
十
四
年

一
月
一
日
ま
で
の
間
、
要
求
性
能
墜
落
制
止
用
器
具
と
み
な
す
。

一
か
ら
三
ま
で
　
略

四
　
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
ゴ
ン
ド
ラ
安
全
規
則
第
十
七
条

附
　
則
　
（
令
和
二
年
四
月
二
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

様
式
第
１
号
（
第
２
条
関
係
）
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様
式
第
２
号
（
第
４
条
関
係
）

様
式
第
３
号
（
第
４
条
関
係
）

f0000206\Y0000003 

様式第3号(第4条関係) 

ゴ ン ド ラ 明 細 書 

種 類 及 び 型 式   積 載 荷 重 t 

  

構

造 

ア ー ム の 最 大 長 さ m 定 格 速 度 m／s 

アーム

の使用

範囲 

傾斜角の範囲      度 ～     度 許 容 下 降 速 度 m／s 

旋 回 限 度 度 
ワ

イ

ヤ

ロ

ー

プ 

  構成 直径 数 
ド
ラ
ム
及
び
シ
ー
ブ 

  用 途 直 径 

ア ウ ト リ ガ 有 無 巻上げ用   mm   ド
ラ
ム 

  

mm 
台 車 及 び 走 行 装 置     起 伏 用   mm   

原

動

機 

種 類       伸 縮 用   mm   
シ
ー
ブ 

  

mm 

定 格 出 力 kW kW kW 旋 回 用   mm   

用 途               

安全装置の種類及び性能   ブレーキの種類及び性能   作業床の構造及び重量   

製 造 者 名   ※

検

査

済

印 

  

6
0m
m 製 造 者 の 所 在 地   

製 造 年 月 日     年    月    日 

備 考   

  

※ 検 査 員 官 職 氏 名 印 

    

70mm 

 備考 

  1 ※印を付してある欄は、記入しないこと。 

  2 「備考」の欄は、特殊な材料を使用すること、つりチェーンを使用することその他参考となる事項を記入すること。 
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様
式
第
４
号
（
第
４
条
、
第
６
条
関
係
）

f0000206\Y0000004 

様式第4号(第4条、第6条関係) 

  局   名   番       号 

 備考 

  1 局名は、都道府県の頭文字1字とすること。ただし、次の各県については、それぞれに掲げる文字とする。福井県は福井、山梨県は山

梨、山口県は山口、愛媛県は愛媛、福岡県は福岡、長崎県は長崎、大分県は大分、宮崎県は宮崎 

  2 番号は、製造検査又は使用検査の番号とすること。 

  3 文字及び数字の大きさは、縦9mm、横7mmとし、文字及び数字の太さは、0.5mmとすること。 

様
式
第
５
号
（
第
４
条
関
係
）

f0000206\Y0000005 

様式第5号(第4条関係) 

      

 備考 中央の空白部には、製造検査の刻印番号を記入すること。 
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様
式
第
６
号
（
第
６
条
関
係
）

様
式
第
７
号
（
第
６
条
関
係
）

f0000206\Y0000007 

様式第7号(第6条関係) 

      

 備考 中央の空白部には、使用検査の刻印番号を記入すること。 
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様
式
第
８
号
（
第
８
条
関
係
）

様
式
第
９
号
（
第
８
条
関
係
）

9



様
式
第
１
０
号
（
第
１
０
条
関
係
）

様
式
第
１
１
号
（
第
２
５
条
関
係
）
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様
式
第
１
２
号
（
第
２
８
条
関
係
）

様
式
第
１
３
号
（
第
２
９
条
関
係
）
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様
式
第
１
４
号
（
第
３
３
条
関
係
）

12


